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絆

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

東
日
本
大
震
災
以
来
、
日
本
全
国

で
「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
規

模
に
対
し
て
十
分
か
ど
う
か
等
は
別

に
し
て
、
有
志
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍

や
想
い
を
見
る
に
つ
け
目
頭
が
熱
く

な
り
ま
す
。
30
代
だ
っ
た
阪
神
大
震

災
の
と
き
と
比
べ
、
自
分
の
腰
の
重

さ
も
大
い
に
感
じ
ま
し
た
。
性
善
説

を
信
じ
た
く
な
る
話
が
多
く
報
道
さ

れ
ま
し
た
が
、
一
部
に
は
や
は
り
性

悪
説
的
事
件
の
発
生
に
心
を
痛
め
る

話
も
多
々
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

世
界
中
の
支
援
を
頂
き
な
が
ら

も
、
予
想
さ
れ
た
大
変
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
で
、
我
々
東
北
は
も
ち
ろ

ん
日
本
全
体
に
更
な
る
追
い
討
ち
を

か
け
る
よ
う
な
国
内
政
治
の
混
迷

や
、
ア
メ
リ
カ
国
債
の
格
付
け
下
落

に
伴
う
極
端
な
円
高
・
株
安
の
中
で
、

生
き
残
り
を
か
け
た
活
動
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

弊
社
は
今
年
お
陰
様
で
百
三
十
八

年
目
の
酒
造
り
を
行
う
事
に
な
り
ま

す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
年
の
事

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私

が
帰
っ
て
か
ら
の
二
十
六
年
間
で
さ

え
、
考
え
て
み
れ
ば
自
分
に
と
っ
て

の
予
想
外
・
驚
天
動
地
・
心
臓
が
止

ま
る
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
事
を
思

い
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
心
臓

が
止
ま
る
か
の
様
な
感
覚
は
、
思
い

返
す
と
絆
が
切
ら
れ
た
と
き
に
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
こ
の
十
数
年
で
販
売
数
量
は

激
減
し
、
全
国
的
な
日
本
酒
の
動
向

も
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
良
く

も
こ
の
縮
小
に
耐
え
ら
れ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

社
内
の
製
造
も
営
業
も
詰
口
も
全

て
自
分
の
仕
事
と
し
て
向
か
え
る
よ

う
に
社
員
の
多
能
工
化
を
目
指
し
、

全
社
一
丸
体
制
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
的

な
考
え
方
と
、
能
力
給
的
な
考
え
を

併
用
し
て
考
え
、
何
と
か
均
衡
縮
小

を
図
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

『
俺
が
俺
が
の
「
が
」
を
捨
て
て
、

お
陰
お
陰
の
「
げ
」
で
生
き
よ
』
や
『
次

工
程
は
お
客
様
。
仕
事
は
「
は
い
、

喜
ん
で
」
と
受
け
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
心
の
あ
り
方
を
標
榜
し
ま
す
が
、

常
に
そ
の
心
を
持
ち
続
け
る
の
は
大

変
で
す
。

　

会
社
で
の
仕
事
は
、
社
会
人
と
し

て
の
人
生
を
最
低
で
も
三
分
の
一
懸

け
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
の
中
で
そ
の
内
容
や
質
は
大
変

重
要
な
問
題
で
す
。
何
よ
り
当
然
自

分
の
生
活
の
為
の
給
料
が
絡
む
わ
け

で
す
か
ら
、
会
社
の
業
績
や
昇
給
は

あ
る
意
味
最
も
大
切
な
事
で
す
。

　

会
社
の
す
べ
て
の
事
に
つ
い
て
の

最
終
責
任
は
社
長
に
あ
り
ま
す
。
社

員
20
数
名
の
会
社
で
あ
っ
て
も
も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

何
と
か
や
っ
て
来
れ
た
の
も
、
一

緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
社
員
が
い
る

か
ら
で
す
。
解
雇
等
を
せ
ず
自
然
減

(

定
年
退
職

)
を
待
て
た
の
も
社
員

の
理
解
と
協
力
の
お
陰
で
す
。

こ
れ
も
、
絆
と
呼
べ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

天
寿
酒
造
で
は
さ
ら
に
皆
様
と
の

絆
を
大
切
に
、
品
質
の
更
な
る
向
上

を
目
指
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

『敬老の日』 （9 月 19 日）
ありがとうの感謝を込めて

米寿の方先着で米寿の方先着で
88 名様に88 名様に

天寿｢百年｣720ml天寿｢百年｣720ml
1 本プレゼント1本プレゼント

米寿の方８８名様に　銘酒 「天寿百年」 プレゼント !!!

　今年も敬老の日が近づいて参りました。本年、米寿を迎えられます皆様、誠におめで
とうございます。
　天寿酒造では、永年この地で酒造業を営んで来られた感謝の気持ちを込め、創業百周
年を迎えた昭和49年以来三十数年間にわたり、由利・本荘地区の米寿を迎えられた方々に、
銘酒「天寿百年」をプレゼントし続けて参りました。平成 16 年からは個人情報保護法の
関係により企画を変更して、この「天寿百年プレゼント」を実施しております。
　今年も下記の要領にて開催いたします。ご応募はご本人はもちろん、お子様、お孫様、
ご親戚、ご友人等、どなたでも結構です。『いつまでもお元気で』の気持ちを込めて、応
募要項をご確認の上、どしどしご応募下さい。当選者の発表は、商品の発送をもってか
えさせて頂きます。先着順となりますので、予めご了承ください。

●応募要項
①応募者氏名　②郵便番号　③住所　④電話番号　⑤Ｅメールアドレス　
⑥米寿者氏名　⑦郵便番号　⑧住所　⑨電話番号　⑩生年月日　を明記の上、
Ｅメール又はハガキ、FAX でご応募下さい。

●米寿対象者
　大正 12 年 4 月～大正 13 年 3 月生まれの方

●応募締切　平成 23 年 9 月 13 日（火）必着　
〒015-0411　秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下 117

プレゼント応募用紙

応募者氏名 住所
〒

電話番号 E-mail

米寿者氏名 お届先住所
〒

電話番号 生年月日

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

“ワイングラスでおいしい”日本酒アワード 2011 の表彰式にて。( 写真一番左 )
食中酒部門クラス１にて米から育てた純米酒が最高金賞を受賞しました。



天寿の歴史
補 遺 -11

補
遺―

11　

　

創
業
時
の
提
出
書
類
（
三
）　

六
代
目　

大
井
永
吉

酒　

造　

桶　

書　

上

一
酒
造
桶　
　

五
本　
　
　
　
　
　

第
四
大
区
三
小
区
由
利
郡
城
内
村

　
　
　
　
　
　
　
　

稼
人　

大
井
永
吉

　
　

内

千
印
二　

　
　
　
　
　
　

口
径　

五
尺
八
寸

　

桶　
　
　
　

底
径　

五
尺
三
寸
五
分

　
　
　
　
　
　

深
サ　

五
尺
五
分

鶴
印
壱　
　
　

　
　
　
　
　
　

口
径　

五
尺
八
寸
四
分

　

桶　
　
　
　

底
径　

五
尺
三
寸
八
分

　
　
　
　
　
　

深
サ　

五
尺
一
寸
七
分

年
印

　
　
　
　
　
　

口
径　

５
尺
八
寸

　

桶　
　
　
　

底
径　

５
尺
三
寸
五
分

　
　

　
　
　
　
　
　

深
サ　

５
尺
五
寸
一
分

無
番　

当
夏
新
ニ
出
来
候
得
共
未
タ

　
　
　

醸
造
セ
ス

　
　
　
　
　
　

口
径　

五
尺
八
寸
四
分

　

桶　
　
　
　

底
径　

五
尺
三
寸
五
分

　
　
　
　
　
　

深
サ　

五
尺
八
分

無
番　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

口
径　

四
尺
九
寸

　

桶　
　
　
　

底
径　

四
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　

深
サ　

四
尺
一
寸
六
分

右
之
通
、
奉
書
上
ケ
候
処
相
違
無
御
座

候
、
以
上

 　　

２
０
１
１
年
度
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｗ

Ｃ
に
て
金
賞
を
受
賞
し
た
、
純
米
吟
醸

「
鳥
海
山
」
が
、
現
在
６
カ
国
の
在
外

日
本
大
使
館
で
使
用
さ
れ
る
た
め
、
ご

注
文
い
た
だ
き
、
非
常
に
う
れ
し
い
驚

き
で
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
世
界
に
認
め
ら
れ
た
味
を
是

非
お
楽
し
み
下
さ
い
！

　
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン　

「
燗
酒
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
１
」

金
賞
受
賞
！

　

７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン｢

燗
酒
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
１｣

で
、
『
本
醸
造
あ
き
た
こ
ま

ち
』
が
、
ク
ラ
ス
２

(

７
２
０
ml
１
０

０
０
円
以
下

)

に
て
金
賞
を
受
賞
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
相
応
し

い
お
燗
酒
を
『
本
醸
造
あ
き
た
こ
ま
ち
』

で
お
楽
し
み
下
さ
い
！

９
月
２
日
発
売
！
季
節
限
定
酒　
　

　
　

天
寿
純
米
吟
醸

　
　
　
　

ひ
や
お
ろ
し

　

東
京
農
大
花
酵
母
研
究
会
の｢

な
で

し
こ
酵
母｣

を
使
用
し
、
弊
社
自
慢
の

天
寿
酒
米
研
究
会
契
約
栽
培
米
美
山

錦
で
醸
し
上
げ
た
、
香
り
高
い
ふ
く

ら
み
の
あ
る
味
わ
い
で
す
。
旬
の
お

酒
を
味
わ
い
な
が
ら
、
日
本
女
子
サ
ッ

カ
ー
の

な
で
し

こ
達
を

応
援
し

ま
し
ょ

う
！

 

◆
◆
◆
試
飲
即
売
会
◆
◆
◆

◎
９
月
15
日(
木)

〜
21
日(

水)

　

東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】

　

地
下
１
階
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
和
洋
酒
売

り
場
に
て
試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま

す
。
期
間
中
、
営
業
の
佐
藤
博
輝

(

鳥

海
町
出
身

)

が
売
り
場
に
伺
い
ま
す
。

敬
老
の
日
や
ご
贈
答
用
、
ウ
チ
飲
み
に

オ
ス
ス
メ
の
商
品
な
ど
を
多
数
揃
え
て

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

　
◆
◆
秋
田
醸
し
ま
つ
り
◆
◆

◎
９
月
25
日(

日
）
11
時
〜
18
時

　

ア
ル
ヴ
ェ
１
階
き
ら
め
き
広
場

※

前
売
券
発
売
中
・
当
日
券
あ
り

　　

秋
田
が
誇
る
発
酵
食
品
が
大
集
合
。

そ
し
て
、
秋
田
県
の
す
べ
て
の
酒
蔵
40

蔵
を
利
き
酒
し
放
題
！

　

詳
細
は
、
主
催
：(

社

)

秋
田
青
年

会
議
所
・
秋
田
醸
し
ま
つ
り
実
行
員
会

ま
で
。h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
k
i
t
a
j
c
.
j
p
/

◆
◆
本
荘
・
由
利
の

地
酒
を
楽
し
む
会
◆
◆

◎
10
月
７
日(

金
）
開
演
18
時
30
分

　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

※

当
日
参
加
不
可
。
前
売
券
３
０
０
０
円

　

各
蔵
自
慢
の
お
酒
と
季
節
の
新
商
品

等
を
た
っ
ぷ
り
と
飲
み
比
べ
で
き
る
毎

年
大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
チ
ケ
ッ

ト
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
！
問
合
せ
は
天

寿
酒
造
㈱
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
４-

55-

３
１
６
５

お酒の
ＮＥＷＳ

　　　

純
米
吟
醸
「
鳥
海
山
」

　

在
外
日
本
大
使
館
よ
り

注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
　
　
　

第
四
大
区
三
小
区

　
　
　
　

由
利
郡
城
内
村

　

明
治
八
年　
　
　
　
　
　

大
井
永
吉

秋
田
県
権
令　
　

石
田
英
吉
殿

　

先
号
に
記
述
し
た
、
明
治
九
年
の
醸

造
元
石
を
百
石
に
増
や
す
申
告
に
従

い
、
そ
の
仕
込
み
の
た
め
に
桶
を
五
本

新
調
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
不
足

の
設
備
を
整
え
つ
つ
、
明
治
八
年
の
末

か
ら
造
り
に
入
っ
た
が
、
準
備
に
大
き

な
見
込
み
違
い
が
生
じ
た
よ
う
で
あ

る
。製

酒
醸
造
見
込
石
減
石
ニ
付
御
届

一
醸
造
石　

百
石　

明
治
八
年
十
月
中

見
込
醸
造
石

御
届
高　

　
　

内　

　

拾
三
石
弐
斗　
　
　

新
酒
醸
造
高

　

四
拾
四
石　
　
　
　

夏
酒
醸
造
高

小
以
五
拾
七
石
弐
斗

　
　

残　
　

四
拾
弐
石
八
斗　

減
石
高

右
之
通
、
醸
造
石
百
石
製
酒
仕
候
見
込

ヲ
以
明
治
八
年
十
月
中
御
届
申
上
置
候

処
、
器
械
不
取
揃
ニ
付
前
書
之
通
醸
造

高
減
石
仕
候
ニ
付
、
此
段
御
届
申
上
候
、

以
上

　
　

第
四
大
区
三
小
区
由
利
郡
城
内
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
永
吉
㊞

　
　

明
治
九
年
二
月
十
四
日

　
　
　

秋
田
県
権
令　

石
田
英
吉
殿

　

こ
れ
は
前
年
の
十
月
、
醸
造
石
百
石

製
酒
の
見
込
み
で
届
け
出
は
し
た
け
れ

ど
も
、
器
械
が
揃
わ
な
い
の
で
予
定
ど

お
り
醸
造
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

醸
造
高
を
減
石
す
る
と
い
う
届
け
で
あ

る
。

　

二
月
半
ば
の
届
け
出
だ
が
、
既
に
限

界
ま
で
造
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
な
い

か
、
何
が
原
因
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た

の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
じ
日
付

で
槽
入
石
併
ニ
員
数
書
上
と
い
う
酒
槽

(

さ
か
ふ
ね-

醪
を
搾
る
器
械)

の
寸

法
と
入
石
の
申
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、

更
に
二
月
中
に
三
本
の
酒
造
桶
新
調
書

上
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
が

問
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何

れ
に
せ
よ
大
き
な
誤
算
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

720ml　  1,575 円 ( 税込 )
1800ml 　3,150 円 ( 税込 )

 300ml　  　418 円 ( 税込 )
 720ml　  1,020 円 ( 税込 )
1800ml 　2,039 円 ( 税込 )

う

呑切り

県の技師も迎え、酒蔵
に貯蔵しているお酒の
酒質チェックを行ない
ます。


